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水彩絵具

造形ファイル　http://zokeifile.musabi.ac.jp/

水彩絵具は、主に顔料とそれを支持体に定着させるアラ
ビアゴムなどを練り合わせて作られた水溶性の絵具で、
被覆性の異なる透明水彩絵具と不透明水彩絵具（ガッ
シュ）があります。絵具に加える水の加減により、にじ
みや濃淡、流動性などの特徴的な表現が可能です。
水彩絵具の成分を「顔料」「主媒剤（展色剤）」「助剤」
に大別すると、顔料は日本画や油絵の絵具と同様に、鉱
石や土、色素などを材料とし、特に極微粒子にしたもの
を利用しています。顔料を定着させる主媒剤は、水溶性
のアラビアゴム樹脂を用いています。水分が蒸発して固
化するため、絵具の容積や色調が変わる場合があります。
助材には、絵具に保水性や滑らかさを与えるグリセリン
や、防カビ成分などを含んでいます。そして、これらの
成分の配合率によって水彩絵具は「透明」「不透明」に
分けられます。透明水彩絵具は、顔料密度を抑えて透明
度を上げるためや、多量の水を含めても顔料が定着する
ように、アラビアゴムを増量しています。不透明水彩絵
具は、重ね塗りによる隠蔽力を高めるために、顔料を増
やしアラビアゴムの量を減らしていて、また、水を加え
なくてもノビがあり、厚塗りできるように、湿潤剤や増
粘剤を加えています。絵具の市販形態には、チューブ入
りの軟練りタイプと、水分で溶かしながら使用する固形
タイプがあります。
基本的な使い方として、透明水彩絵具は、紙の白さが持
つ明度を利用し、水で溶いた絵具の塗り重ね具合で濃
淡をつくり描きます。不透明水彩絵具は、白色絵具を他
の絵具に混ぜる量により明度や濃淡を変化させて描きま
す。また、水彩絵具は支持体の紙と密接な関係があり、
紙面の厚さや凹凸、吸収性などにより描画効果は大きく
異なります。
水性の主媒剤を用いて顔料を定着させる方法は、テンペ
ラ、フレスコ、水墨画、大和絵など古来からあり、また、
水彩絵具に近いものは、15 世紀のアルブレヒト・デュー
ラーの作品などでも確認できます。しかし、現在のよう
な水彩絵具と呼ばれるものは 1790 年代のイギリスで生
まれ、工業化の進む当時に石けん工業の副産物としてグ
リセリンが発見されたことなどが深く関わっています。

水彩絵具

概要
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取扱いの注意として、固化した絵具に水を加えると再溶
解するため、過度な重ね塗りは、下の色が溶け出し濁り
の原因になります。しかし、その特性により、パレット
に残った軟練り絵具はそのまま乾燥させることで、固形
絵具の様に使用できます。

透明水彩絵具

不透明水彩絵具
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